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W巴haveexamined the growth of traditional industries and how that growth is r巴latedto trade. In 
particular， we have concentrated on the importation of kimc組合omKorea and its affect on the Japanese 
pickle indus佐y.This was done by observing two main areas. 
Firstly， we analyzed the growth of th巴Koreankimchi industri巴sand their history of exportation. 
S巴condly，we researched the structural changes in the J apanese pickle industry after 1985. The re-
sults obtained from this particular research allowed us to conclude that there was a simultaneous increase 
in kimchi products in Japan and the quantity of imported kimchi from Korea. We conduct巴dfurther 
analysis into why this was possib1e. 
This paper explains that plant and equipment investment in Japan occurred mainly before 1995， and 
it was stimulated by the importation of Korean kimchi. Managers had to have enough for・巴sightto further 
direct this investment into kimchi processing. 
Key words: structural change， pickle industry， kimchi trade 
1圃はじめに
現在，日本の農産物平均関税は， 12%であり，近隣アジア諸国から多様大量に農産物やその
加工品が輸入されている.農業分野における輸入品の増加は輸入国の関連産業へ大きなダメー
ジを与えると認識されている.
野菜漬物産業における貿易量も増加しており，隣国からのキムチ輸入量も増加している.本
研究では主な製造地および消費地である韓国・日本のキムチ産業の現状を実証的に分析し，キ
ムチ貿易がi何回にどのような影響を与えたか検討した.まず，現在のキムチ貿易構造を検討し，
その後，韓国キムチ製造業の輸出構造及びその特畿を検討した.また，日本野菜漬物製造業の
構造変化をキムチ輸入が与えた影響の観点から分析した.
フィールドワークは，韓屈のキムチ製造輸出企業(大手5杜，中小規模5社)及び関連機関
(農産物流通公社，農水産物輪出入組合など)，福間県の代表的な野菜漬物業者7社と関連機
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関を対象に行った.
2隊キムチ貿易の麗聞過程とその貿易システム
2000年代のキムチl貿易は，韓国・日本・中国の
3カ国間で，主な輸出入市場が形成されている(図
表I参照).2000年以降，中国のキムチ製造量が急、
増しているのがその一つの特般になっている.2003 
年，韓国における中国産キムチ輸入は28，702トンで，
韓国におけるシェアが激増している 2 一方， 2003 
年日本市場では，韓国産キムチが30，584トン(日本
国内消費量シェア 7%)，中国産キムチが3，000トン
で1%未満になっている 3
キムチ貿易構造の中で，韓国の規格によりキムチ
のCODEX国際規格4が決まっており，韓国のキム
チ製造業者は，多様なプレミアムキムチ苛製造し
ている.韓国と中国の輪出単価を比較しでも，その差
は顕著である(留表1参照). 
まず，キムチ貿易の展開過程を検討すると，キムチ
貿易は， 1970年代，在外韓国人のために輸出され始め，
初期の年間輸出量は， 10 トン ~1 ， 2∞トンであった.
1980年代後半から，海外需要が拡大したことにより，
輸出量は急増し， 2003年には，年間輸出量が3万トン
を越えている.また，その主な仕向先は，日本市場6
である(表1参照).
次に，韓国産キムチ輸出基盤である韓間キムチ製造
業のキムチ輸出の成長過程を検討した.
3酬輪出国韓国におけるキムチ製造業の構造変化
1 )韓国におけるキムチ製造業の成長
資料)韓国農水産物流通公社，日本財務省貿易統
計一と開き取り誠査により作成
関1 韓国・日本・中閣のキムチ貿易構造
年度
総選: 日本
金額(千$) 数量(t) 金額(千$) 数量(t)
1991 18，084 6，181 13，889 4，204 
1992 23，089 7，192 18，923 5，116 
1993 34，205 9，314 28，739 6，993 
1994 44，192 1，090 37，726 8，723 
1995 50，910 12，476 43，301 9，470 
1996 39，138 10，700 36，662 9，759 
1997 39，692 12，080 37.648 1，237 
1998 43，743 15，939 42，236 15，229 
1999 78，840 24，561 77，038 23，816 
2000 78，847 23，433 76，463 22，261 
2001 68，731 23，785 65，028 22，200 
2002 79，318 29，213 74，126 27，097 
2003 93，195 33，064 87，169 30，584 
資料)韓国貿易協会，韓留農水産物流通公社
資料により作成
表1 韓国キムチ輸出量の推移
韓国キムチ産業は， 2003年，年間キムチ消費量144.5万トン(内白菜キムチ101.1万トン，約
70%)，キムチ製造業者650社，生産量50万トン(出荷額6，500催、ウォン)となっており，キム
チ輸出製造業者数は， 88杜，その輸出量は， 3.3万トンになっている 7
韓国の年間キムチ消費量は 1991年から2003年までの平均は152万トンである.キムチ製造
業者数(製造業者によるキムチ出荷量)は， 1991年120社(約1万トン)， 1995年200社 (2万
トン)， 1997年460社 (41万トン)， 1999年550社 (43万トン)， 2000年600社 (46万トン)， 2003 
年650社 (51万トン)となっている.
キムチ製造業者数は， 1995年を境目に400社へと倍増し，その後も増加している.その要因
は，韓国のキムチ産業関連法律8の規制緩和とキムチ産業の成長可能性を見据えた企業が讃極
的に参入したことにある.また，韓国のキムチ消費量が横這いになっている状況ド，伝統食品
として家庭で製造されてきたキムチが，販売店で購入する商品としての意識転換がみられ，工
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場製造キムチの消費者が
増加したこともあげられ
る.キムチ製造業者数の
増加は，キムチ産業に激
しい競争をもたらし，販
路拡大のため海外市場を
積極的に捉えるなど，多
様な変化を促進した.
韓国キムチ製造業の成
長下，キムチ輸出製造業
者数は， 1990年代前半，
20~40所， 1996年60所，
1999年102所へとピーク
に達し，その後，減少に
転じ， 2002年89所， 2003 
年88月Iyとなっている.つ
まり，韓国におけるキム
チ製造業者数，製造・出
荷量:及び、輸出量は増加し
ているが，輸出業者数は
減少している.
業
輸出量額 輸出開始年(車童図輸出 輸出動機 従業人数総額比シェ者
ア) 自社出荷量比輸出率
4586トン 89年 +A1社36人，
15∞万ドル 売り上げま国(韓日間の A2社397人
A (16%) 食文化の類似性) (キムチ及び
20% 多品目生藤)
lRf2:1∞0人i
1932トン 79年中東例年日本へ φ110 人
571万ドル 輸出目的のキムチ製造 11401 
B (6%) 99% 
1771トン 90年 C本舗57人
553万ドル 農家・組合員の保護の 令C1社96人
(5.8%) ために +C2社50人
C 1干上25% {也に4干土
1338トン 70年 172人
D 412万ドル 韓関伝統食品の海外向(4.3%) 胸への供給のために
95% 
466トン 96年 291人
E 
117JJ-ドル 輸出品目の多様化，キ
(1.2%) ムチ輸出量増期待
50% 
(一) 2002年 67人
F イメージ向とのために
1%未満
41トン 99年日本へ +40人
G (一) イメージI占Ll二のために
20% 
資料)聞き取り調査により作成(データ2003年)
注 1)仁二コは，年100万ドル以 k輸出企業
注2)φは，キムチ製造が主である業者及び支所
i主3) (--)は，データなし
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輸出方式
ブランド戦略
(百|波倒格輸入国最終
消費者価100)
主に C&F(年契約)
自社ブランド及び共同ブ
ランド
(35%~40%) 
主に C&F(年契約)
OEM輸出 97年から自
村上ブランド開始，増加{泊、
向 日本の大型スーパー
のPBとして40%
主にC&F5(年%契約)少
量 FOB (5 %) 2004年
から自社ブランド100%
(35%~40%) 
主に FOB
OEM輸出
(30%~35%) 
主に C&F(年契約)
自社ブランド
(30%-35%) 
主に C&F
白子士ブランド100%
(-) 
主に FOB
OEM車庫jiお
(30%) 
韓国キムチ製造業者の
キムチ出荷量に占める輸
出割合は， 90年代初め
ま長2 韓国キムチ製造翰出業者の規模と輸出方式
1%未満， 97年2.9%，2001年5.9%へと増加し， 2003年には7%にいたっている.つまり，
国キムチ製造業におけるキムチ輸出の意義は，高くなっている.
2002年，韓国キムチ輸出業者約社の輸出額規模別構成をみると， 上位16%の14社が，キムチ
輸出総額78%の約8千万ドルを輸出しており，その他の75杜 (84%)が22%を輪出している.
韓民のキムチ輸出は，従業員20人以上の製造業者が担っているが，その中でも大規模な輸出フ
ロンテイア企業や大手企業による輸出が，その大半を占めている.輸出フロンテイア企業によ
る輸出開始以降，大企業の参入により，その品質が向上し輸出量が増加した.韓国キムチ輸出
フロンテイア企業B社の輸出量は，横這いであるが， A杜をはじめとする他社の輸出量増加に
より輸出シェアは，激減している(表2参照). 
キムチ製造輸出企業大手5社は 従業員数が100を超える企業であり，中小企業に比べ製造
工程に機械化が進んでいる.大手企業による輸出量の拡大がみられる中，中小規模のキムチ輸
出製造業者数は減少し，その輸出量も停滞している.結果的にキムチ輪出製造業者の規模は，
拡大している.輪出パワーを持つ大手企業の躍進により，零細輪出企業との格差は大きくなり，
輸出の2重構造化が進んでいるとみられる.
中小企業の輸出戦略と出荷量における輸出割合を参考にしても 輸出そのものが中小企業の
経営に直接的なメリットをもたらしているとは言い難い.また， 2003年l次調査時に，輸出を
行ってきた中小企業の中でも，輸出量の減少及び、輸出から撤退するケースがみられた.また，
輸出専門のフロンテイア企業の一部は，当社の輸出量の停滞により，国内市場への進出を図っ
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ているケースもみられる(表2参照). 
つまり，キムチ輪出は，規模のある製造業者を中心に絞られてきている.その背景9には，
中小零細規模の輸出マージンの低さ キムチ輸出業者間の競争激化による採算性の悪化などが
上げられる.それは，貿易における主要企業の交渉力や生産力が強化されたことにより，中小
企業の輸出とは格差がつけられたことである.
次に，韓国産キムチの輸入量が増える中，日本の関連産業の対応を検討した.
4膚輸入国日本における野菜漬物産業の構造変化
日本における漬物産業は，
1990年代以降，製造品出荷
総額5，000億円以上で推移
し， 2003年漬物製造量は，
113.2万トンになっている.
最近10年間，野菜漬物産
業製造量が停滞している中
で，キムチのシェアが急増
した.つまり， 1990年代後
半以降，キムチは，その他
漬物類製造量の停滞・減少
傾向の中で野菜漬物産業を
支えている(図2参照). 
1 )日本におけるキムチ市
場および製造量変化とその
要因
韓国から本格的なキムチ
輸入は1980年代後半円こ始まった.そ
の輸入量は， 1990年に3，385トンから
2003年30，584トンへと 9倍以上に増加
している.韓国からの輸入増加の背景
には，韓国キムチ産業の成長による海
外販路開拓への努力，円とウォンの為
替レートの変化で，継続的に円が切り
上げられたことによる輸出のメリット
増加1などがあげられる(図3参需に
韓国産キムチ輸入増加下，日本にお
百万円
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資料)r工業統計J各年度及び食料議給研究センター資料により作成
j主1)従業者4人目、!この事業所に関する統計 (2004年5月)
注2)醤t曲演は(干高神i責，キムチ，他醤油漬)，その他の漬物類は省略
図2 日本野菜漬物製造業出荷額，野菜漬物の品目別製造量，
韓国産キムチ輸入量
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資料)韓関銀行 (http://www.bok.or.kr)， 
車章国農水産物流通公社 (http://www.kati.net) より作成
関3 韓関産キムチ輸入量シェア，円・ウォン為替
レート推移
けるキムチ製造量が1990年83，474トン
から， 2003年379，606トンへと約4.5倍増加した(図2参照).それでは，何がキムチ市場を拡
大させる契機になり，キムチ輸入量と日本国内製造量が共に増加したか，製造と消費の面から
検討した.
①製造
ア.1980年代後半の韓国産キムチシェアの増加が 日本の野菜漬物製造業者がキムチ製造へ
李・白武:キムチ貿易と韓・日両国の野菜漬物産業の構造変化 67 
積極的に参入する契機になったと考えられる(罰3参黙). 
イ.I朝鮮漬けjから「キムチjへ名称12が変わった日本産のキムチと韓国産輸入キムチが流
通する中で，韓国産輸入キムチに対する消費者の晴好が両分されながらも消費が増加した.全
国的に;有数のP社勺ま，輸入キムチの研究と現状を踏まえ，日本人の晴好になじみやすい，新
しいタイプのキムチを漬物市場に新商品として発売した.その商品は，日本の各製造業者のベ
ンチ・マーケッテイング対象になり，キムチが爆発的に広がったと考えられる.
ウ. 1990~ 1992年，韓国産キムチ400グラム入りが500円 ~600円(流通業者納品単価は250円)夕
日本の400グラム入りの朝鮮漬け及ぴキムチが400円から500r弓(最柊活費者価格における流通
段階のマージン40~50%) ，白菜浅漬300グラム入りが210円 ~250円になっており，キムチのマー
ジンが高かった14
②消費
キムチ消費が伸びた要因は，ア.日本企業による輸入が1986年から始まったこと，韓国の関
連機関が積極的なキムチ広告をしたことによりキムチの認知度が高まったことがあげられる.
イ.1994年以降，キムチを健康食品として分析した論文15が多数報告され，キムチの健康食
品としての認識変化があげられる.また，日本における激辛ブームが80年代後半， 90年代後半
にあったこと， 98年以降マスコミがキムチを健康食品として大きく取り上げたこと，マスコミ
による，グルメ旅行と韓国の食材紹介などが考えられる 16 韓国への旅行者は増加し，お土産
品としてキムチカfその首イ立になっている.
ウ.料理に応用が利くキムチの食材としての多用途性があげられている九
(2 ) 工業統計からみられる構造変化
①資本金規模別及び企業形態別にみた事業所数の変動
漬物業者における全体的な資本金の増大によって， 1985年から1995年までと1996年から2001
までの2期間に次のような特雛がみられる.事業所総数は， 1985年1874所， 1990年1886所，
1995年1795所， 2000年1760所へと推移し， 1990年代以降，漸次減少している.資本金l千万町、
上5千万未満の企業数は1995年まで急増し， 1996年以降はほぼ横這いの状況にあった.その他，
l千万未満層すべて会社の数は95年まで、減少の傾向で、あるが， 96年以降は停滞している.個人
経営は1995年まで大きく減少し， 1996年以降はその水準で、安定している.
②従業者数規模原jにみた出碕額および事業所数の推移
従業者数規模別特雛は，第 l に，従業者 4 人~9 人による出荷額は1990年約479億円から2002
年2771:意円へ減少している中で，従業者20人 ~99人規模による出荷額が，大半を占めている.
第2に， 2002年，従業者100人以上規模の事業所数日社 (4人以上の事業所・の3.5%)が出荷
額1297億円を製造し総額の約30%シェアを占めていることである.
第3に，従業者4人以上の事業所総数は1990年1885社より， 1997年1704杜へ減少し， 1998年
1851社へと急増し，その後， 2002年1638社へと減少している.総従業者数も連動し，減少して
いる.
以上から，野菜漬物業者総数が減少している中で，中規模層 (20人~90人)による出街額が
大半を占めている.一方，従業者100人以上の大規模少数の出荷額シェアも大きくなっている
とみられる.つまり，従業者小規模事業所数が減少する中で，中規模層以上の事業所数はあま
り変化がみられなし野菜濯物製造業者が上向中規模化しているとみられる.
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( 3 ) 福岡県におけるキムチ製造業者の構造
①キムチ製造業者の構造
福岡県野菜漬物業は，事業所80ヶ所以上，年間出街額120億円前後となっている.諸岡県の
漬物製造業者は，自社でキムチを製造(もしくは委託製造により PBをつけて)し，販売も行っ
ている.その中で，キムチ販売額が大きい業者6社を取り上げ，調査分析した.
福岡県野菜議物製造業者6社の調査から，設備投資動向，キムチ生産開始以降の製造額及び
出荷額の動向，製品開発，従業員の動向，販売チャネルなどの特徴を検討した.
その特徴は，第 1 に，資本金 l 千万~5 千万，従業員20人以上99人以下の規模がこの地域の
代表的な業者である.
第2に， 1990年前後，キムチ製造量変化がみられた.また，同時期に各業者は，キムチ開発
のため，韓国人技術者の雇用，関連業者との提携，輸入キムチと競争相手のキムチの「味J. 
製造法・製造技術分析などを行っている.キムチ製造ラインの導入が， 1980年代末からみられ
たが，大部分の業者は， 90年代前半に関連設備投資を行った18
第3に，従業員数はキムチライン導入時期に雇用を増やしているが， 95年領から現在の雇用
者数を維持している所が多い.また，キムチ出荷量:が成長している業者も雇用の面からは，現
在の人員を維持している.
福岡県の野菜漬物製造業者の中で，規模の成長がみられたのは，キムチの製造に努力をし，
それに歩調をあわせている業者である.
(]:福間県の二つのキムチ輸入パターン19
第1に，中規模の流通業者が，地域のいくつかの関連業者と合弁し，一業者の下に，輸入担
業l 設立年度，資本金I-lA- V"'J/'-..>"~- I/ "VW
者 i キムチライン導入，製品開発 | 従業員，キムチ出荷額の動向 i販売チャネル
i 今後のキムチ戦略 | 
100年以上の老舗 4，∞0万 190年代前半をピークに現56人.キムチライン導入時
1969年紡鮮漬けとして 110人増，キムチ委託生産により人事異動.
19路年(韓国人技術者雇用)A ~~~~ -<-\'f;.~~~~~~~~~::~~_77 (i:;-T ~J;lci*lf.~-;â， ¥ 1995年キムチ関連設備投資完了(包装機導入)
2∞4年から委託生産へ
f創出格競争持代にはいる
1983年 1，2∞万 キムチ専門メーカー
l鈎0"ドキムチ工場増設(在日韓国人の技術者)
"3 1992年現在のライン構築
プレミアムキムチ製造と 2重プランド戦略
(間際の要翁)
1970年 3，000万
1975年品揃えとして
1990年からキムチ委託生産
1995年韓国産輸入(2001年から中E量産も)開始
関連会社と独自開発(輸入品分析後)
1910年 1，5oo}j
1975年演
。 1990年 ~95年キムチライン
1995年から代理!苫を通じ韓協産輸入
漬物関連機械の寿命7~8 年設備投資考慮中
1952年 1，ぬO万
19的0年代朝鮮漬け少量生産
1985年 ~90年にかけて多種大量生産へ
1995年から限定品Bの多量生産
。 ?
?
??????
??? ? ??
?
?
?
???
?
?
?
? ? ??
?????
?
資料)聞き取り調査により作成 (2004年5月)
注) の業者は，問震の機能を縮小している.
表3 福岡県における野菜漬物業者の製品開発と市場対応
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当分野を設けて，輸入し，提携をしている業者へ納品するパターンである.このパターンは，
持続的な進展をみせている表3に示すF杜がとっている. F社は，北部九州、iを中心とした輸入
業者と提携し，韓国から O記M方式でPBをつけて輸入している.
第2に，輸入品卸売業者が，韓国キムチ製造業者3社以上と契約を結んで，取引先の製造業
者および卸売業者の PBをつけて輸入するパターンである.福岡県の多数の製造業者および、卸
売業者は第2のパターンをとっている.第2のパターンは，商品の味が統一されない閣がある
が，品揃えできるメリットがある.従って，最終消費者の手に届く商品の中には，プランドが
異なってもその製造元は同じである商品が多数存在している.
一方，韓国産輸入キムチは，主にベンダー業者を通じて流通しているが，偶人の輸入業者に
より輸入・流通するケースもある.輸入先→総代理!苫→卸売業者惨量販脂・小売店→消費者，
輸入先→総代理庖→消費者，輸入先→大型スーパー→消費者，輸入先→輸入商→卸売業者→小
売業者→消費者の経路がある.
福田県では，輸入量増加により販売先に大きな変化がみられる業者は少ない.輸入キムチが，
ベンダー業者や卸売業者を通じて，野菜漬物製造業者の商品の一部として取り扱われている面
が強いからである.
5.考察一貿易が及ぼす野菜漬物産業の構造変化への影響
本研究では，韓国のキムチ輸出が，韓国キムチ産業にどのような影響を与えたか検討した.
韓国における今ムチ産業の成長に伴って，キムチ輸出へ参入する製造業者も増加したが， 1999 
年102杜をピークに， 2000年代輸出業者数は90社くらいで落ち藩きをみせている.しかし，そ
の輸出量は増加しており 輸出が大規模製造業者によって集中的に行われている.つまり，キ
ムチ輸出が競争の激化によって 輸出担い手構造が変わったことを示している.
輸出が，大規模製造業者に有利に作用し，中小規模製造業者には，稼働率を高める効果及び
一つの広告効果を与えている.しかし，経営に大きく役に立たない業者は，輸出から撤退して
いる.また，海外市場獲得のため国内業者聞の競争が激しくなると，輸出に専念したフロンティ
ア企業の中には規模が大きい国内市場へ進出を図っている業者も現れた.
一方，韓国産キムチ輸入により外部からの刺激を受けた日本の野菜漬物産業は，新たな方向
へのインセンティブをもつようになり，その外部刺激に対応して積極的に新製品開発を進める
など，積極的な設備投資を通じて量産システムを構築している.これによって，新潟品を作り
出し，日本市場の消費ブームと相侯って，キムチが漬物業界の主品目になりえた.つまり，日
本の野菜漬物製造業者は，輸入品から刺激を受け，積極的な対応をしたことが，日本の野菜漬
物産業の構造変化へと繋がった.福岡県の事例からも，それは，明らかになっている.
1 韓国のキムチのHSコードは2005-90-10∞.日本では，キムチという項目はなく.2005-90-292 (その
他の野菜及び野菜を混合したもの) [調撃した野菜その他の聖子菜(気密容器入りで重量10kg以下のもの，
砂糖加えていないもの，冷凍していないもの)]の基本関税率は12.8%(韓国との協定12%)と2005-90
299 (その他の聖子菜及び野菜を混合したもの) [調整した野菜その他の野菜(砂糖加えていないもの，冷
凍していないものはの基本関税率は9.6%(韓国との協定9% 韓関産キムチ輸入96%)になっている.
2 現在，日本産キムチの韓国輸出は極わずかであるが，日本の一部キムチ製造専門業者は，韓国の伝統キム
チを食べられない韓関消費者向けに日本のマイルドなキムチの韓国輸出を検討している.
3 データにより隠きがあるが，ここでは日本の漬物業界の推定を用いる.
4 2001年Codexにより，国際規格として Kimchiという名称を使うことになり，韓関の関連業界では，キム
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ヲ輸出増進への期待があった.
5 高麗人参などの高級材料，技術(乳酸菌を利用した匂わないキムチ)開発による輸出向け戦略をとってい
る.韓医iには200以上の多様なキムチが存在しており，そこからの輸出品目の開発もこれから進める余地
は存在している.韓由主主キムチには，韓国産キムチロゴがつけられている.
6 韓問のキムチ輸出初期は，韓国で消費されているそのままのキムチ言語品が輸出されたが， 1990年代，日本
総入業者の要求や韓関製造iE業の輸出戦略により，乳駿発酵するキムチ本質は維持しながらも味は日本消
費者向けにアレンジした蕗品にシフトした.
7 ここでは，韓関の農水産物流通公社及び農林部の資料を参考にした.2∞2年度韓国食品工業協会の資料に
よるとキムチ.i貨物食品業者1，724になっており，幾水産物流通公社の資料とは聞きがある.後者の資料
とキムチ・漬物食品協同組合の見解としては，キムチを主製品として製造する業者は650くらいとして推
定している.
8 食品衛生法施行令(1994年12月大統領14495号)及び同法施行規則 (1995年8月)改定後，以前の法律の
業種別製造業許可事項が食品加工業種として統合管理され，食品製造加工業者はキムチ類製造への参入が
容易になり，大企業の参入と中小零総企業の急増が目立った.
9 ~芸錦東・自武義治の2003年度九州農業経済学会f隠百iJ報告内部資料参照.
10 稼医!農水産物流通公社によると，韓関キムチの輸入に日本の業者S社とA社が1986年本格的に参入してい
る.
1 韓国の各地域の農業技術院の内部資料の中で，韓I'i.lからの野菜輸出と為替レートへの関連報告で，韓国の
邸内市場への出荷より日本への輸出が有利になりえるのは， 100円当たり900ウォン以上での推移の時であ
る.
12 名1B、の変化時期に関して議論が分かれているが， 1980年前後からはじめ1990年代前半にはキムチという名
称が主となった.
13 広島県所在， 1951年創業され， 2003年，従業員数336名，資本金500万円規模の漬物製造会社である.
14 開き取り調交及び食料新聞の惣菜価格調査槻参照
15 その中で朴健栄 (Park，Kunyoug) r'The Nutritional Evaluation， and Antimut乱genicand Anticancer Effects of Kim-
chiJ rキムチの科学と技術.11995Vol. 1は反響を呼び起こした.
16 福閃健治， P 39. 1998年以降の消費の促進に関してテレビの役割jを強調しているが，その役割は否めない.
17 A社は，キムチのように食材として応用が利くような漬物開発を進めている (2004年5月の福岡県調査に
季節によるキムチの需要の変化は少ないが スタミナ食品としての認識により 7月と 8月が一般シーズン
の150%の売とになっている.i峯麻衣子(他)は，季節性はあるものの，勝キムチなど副食の妙め物lこ利
用する割合カ'40%と一番高く，キムチのチャーハン・ラーメン・なべなどをあげている (P33).
18 しかし，キムチの出荷額が出荷額の40%以上を占める業者は， 97年以降の投資もみられる.
19 全面的には，その他lこも大手t量販庖が韓国業者とのi直接契約により， cタイプのキムチを直接に納品して
もらうパターン.最近念、11判長をみせているG社，J社などをあげられる.食料新聞2004年4月6日，広島
県の全i雲有数漬物業者が韓国本場のキムチ伸張を予測し，韓関に直接に工場新設し，自社のブランドで逆
輸入するパターンもある.
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